
学習に取り組む際の注意事項

添削指導

単位認定試験

単位修得（認定）に当たっての基準 
評価方法

学習内容・計画

添削指導

NHK高校講座 教科書DVD

2026年度　年間指導計画 鹿島朝日高等学校

教科 理科 科目 生物基礎 履修区分 必履修 使用教科書
東京書籍『改訂 新編生物基礎

（902）』

1 副教材等
NHK高校講座

東京書籍インターネット講座

学習の目標

①日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基
本的な技能を身に付ける。
②観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。
③生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

添削指導
回数 6

面接指導
回数 2 単位認定試験

回数

提出期間に間に合うように提出する（システムは1枚ずつ，紙は6枚ずつ）。

面接指導

各期に開講する番号を確認し計画的に出席する。
●視聴票：面接指導の出席と合わせ，①～⑧の計8時間となるように提出する。
　※視聴票による減免は原則4時間（6割減免）まで。

遺伝情報とDNAについて，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。遺伝情報とタンパク質の合
成について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

遺伝情報とDNAに関する事物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。遺伝情報とタンパク質の合成に関する
事物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

P.80-105
ヒトの体を調節するしくみ

添削指導，面接指導（視聴票を含む）を全て修了後に受験。

各単元ごとに3観点で評価（A・B・C）し、すべての学習内容修了後に総合的に判断する。

単元名（教科書ページ）
面接指導

単位認定
試験

観点別評価

No. 開講番号 開講期
視聴票

観点 評価規準

思考・判断・表現

P.14-41
生物の多様性と共通性
生物とエネルギー

1

①
②
③
④

Ⅰ・Ⅲ期

1-4
5-8
9-11
12-15

P.10-21
P.24-35
P.42-55
P.58-69

P.44-75
遺伝情報とDNA
遺伝情報とタンパク質

2

神経系と内分泌系による調節にについて，情報の伝達の基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身に付けている。

思考・判断・表現 情報の伝達について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

全
課
程
か
ら
問
題
を
選
出
し
、

出
題
す
る
。

知識・技能
生物の特徴について，生物の共通性と多様性の基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けている。生物の特徴について，生物とエネルギーの基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

思考・判断・表現
生物の共通性と多様性について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。生物とエネルギー
について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

情報の伝達に関する事物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

知識・技能
免疫について，免疫のはたらきの基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技
能を身に付けている。

生物の共通性と多様性に関する事物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。生物とエネルギーに関する事
物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

知識・技能
遺伝子とそのはたらきについて，遺伝情報とDNAの基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付けている。遺伝子とそのはたらきについて，遺伝情報とタンパク質の合成の基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

17-21
23-26
30-33
34-37

P.150-171
生態系と生物の多様性

6

3

知識・技能

P.76-97
P.100-115
P.122-141
P.144-163

思考・判断・表現 免疫のはたらきについて，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

免疫のはたらきに関する事物・現象に進んで関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

P.128-149
植生と遷移

5

知識・技能
植生と遷移について，植生と遷移の基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な
技能を身に付けている。

思考・判断・表現 植生と遷移について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

植生と遷移に関する事物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。

P.106-123
免疫のはたらき

4

⑤
⑥
⑦
⑧

Ⅱ期

知識・技能
生態系とその保全について，生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバランスと保全の基本的な概念や原理・法則などを理解しているとともに，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

思考・判断・表現
生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバランスと保全について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学的
に探究している。

主体的に学習に
取り組む態度

生態系と生物の多様性，ならびに生態系のバランスと保全に関する事物・現象に進んでかかわり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとして
いる。


